
人口の動き（平成19年8月31日現在） 
人　口 62,391人（先月比 －28） 
　　男 30,522人（先月比 －36） 
　　女 31,869人（先月比 ＋　8） 
世帯数 18,799　（先月比 －12） 

市報 

おもな内容 
●各課からのお知らせ…………………2～5 
　都市計画（地震）／水道メーター／後期高齢者医療 
　男女共同（子育て）／子ども医療費／税務 

●掲示板＆伝言板 ……………………………6～9 

●NEWSプラザ …………………………………10 

●まなびのひろば …………………………11～15 

●健康ひろば ………………………………17～19

おもな内容 
●各課からのお知らせ…………………2～5 
　都市計画（地震）／水道メーター／後期高齢者医療 
　男女共同（子育て）／子ども医療費／税務 

●掲示板＆伝言板 ……………………………6～9 

●NEWSプラザ …………………………………10 

●まなびのひろば …………………………11～15 

●健康ひろば ………………………………17～19

10月行政 
困りごと 
相　　談 

心配ごと 
相談 
 



　「水道を使っていないのに水道使用量が多すぎる」、または「使っている割には使用量が

少ない」と感じたことはありませんか？希望される方は、メーターの交換・検査をします。

立会人は不要です。 
　アパート等で自分の部屋と水道メーターが一致しているか心配な

方はいらっしゃいませんか。ご連絡いただければ確認に伺います。

作業自体は数分で終了しますが、祝日を除く平日の９時～17時の間

の作業で、立会人が必要になります。ご了承ください。 
■問合せ　水道課　水道業務係　　774－3141

　地震による建築物の被害を軽減し、災害に強いまちづく　地震による建築物の被害を軽減し、災害に強いまちづくりを推進するため、りを推進するため、 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を実施して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を実施しています。本事業は、います。本事業は、 

木造住宅の耐震診断に要する費用の一部を市が補助するも木造住宅の耐震診断に要する費用の一部を市が補助するものです。この機会のです。この機会 

に、専門家による診断を受けてみませんか。に、専門家による診断を受けてみませんか。 

　地震による建築物の被害を軽減し、災害に強いまちづくりを推進するため、 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を実施しています。本事業は、 

木造住宅の耐震診断に要する費用の一部を市が補助するものです。この機会 

に、専門家による診断を受けてみませんか。 

～あなたの家の耐震診断をしてみませんか～～あなたの家の耐震診断をしてみませんか～ ～あなたの家の耐震診断をしてみませんか～ 

　市内に補助対象木造住宅を
所有する者（市税の滞納をし
ていないこと） 

○市内に所在する個人所有の住宅であること。 
○現に居住の用に供している住宅（併用住宅を含む）で
あること。 
○一戸建ての住宅であること。 
○昭和56年５月31日以前に着工された住宅であること。 
○壁、柱、床、屋根その他の住宅の主要な部分が木造で
あること。 

　「診断に要する費用」は一般診断の場合です、精密診断
および仕上げを撤去して調査した場合やその復元費用は
別途、自己負担となります。  

　本年度120戸程度 
　（申し込み順） 

　申込書に必要事項を記載の
うえ、都市計画課、大和市民
センター、塩沢市民センター
まで提出してください。 

　「一般耐震診断」 
　・現地調査 
　・耐震診断 
　・診断報告書の作成 
　　（補強アドバイスを含む） 

  70m2以下 

  70m2超～ 
175m2以下 

175m2超～ 

70,000円 

80,000円 

100,000円 

診断に要する 
費　　用 

10,000円 

15,000円 

20,000円 

 

自己負担額 

60,000円 

65,000円 

80,000円 

 

補　助　額 

■問合せ 
　都市計画課　施設係 
　　 773－6662 
　　  shisetsu@city.minamiuonuma.lg.jp 
 

延床面積 
 

Ｅ 



保険証は変わりますか？ 

窓口での自己負担割合は変わりますか？ 

の
お
知
ら
せ
 

 　
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
75
歳
以
上
と
一
定
の
障
が
い

の
あ
る
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
た
新
た
な
医
療
制
度
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
が
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
こ
の
制
度
を
運
営
す

る
に
当
た
り
、
基
本
と
な
る
条
例

の
骨
子
（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
骨
子
（
案
）
に
つ
い
て
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。 

◆
募
集
期
間
 

　
10
月
10
日（
水
）か
ら
10
月
29
日

（
月
）（
必
着
）ま
で
 

◆
資
料
に
つ
い
て
 

　
10
月
10
日（
水
）か
ら
、
本
庁
舎

市
民
課
、
大
和
市
民
セ
ン
タ
ー
、

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
の
各
窓
口

と
広
域
連
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.niigata-kouiki.jp

）

で
閲
覧
・
入
手
で
き
ま
す
。 

◆
意
見
の
提
出
方
法
 

①
郵
便
 

②
F
A
X
 

　（
0
2
5
―
2
8
5
―
3
3
1
5
） 

③
　
　
メ
ー
ル
 

　（jim
02@
n
iig
ata-k

ou
ik
i.jp

） 

 【
提
出
先
】 

　
〒
9
5
0
―
0
9
6
5
 

　
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
―
１
 

　
新
潟
県
自
治
会
館
本
館
内
 

　
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
 

　
広
域
連
合
 

◆
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
 

　
　
結
果
の
公
表
は
、
11
月
中
旬

に
本
庁
舎
市
民
課
、
大
和
市
民

セ
ン
タ
ー
、
塩
沢
市
民
セ
ン
タ

ー
で
の
各
窓
口
と
広
域
連
合
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
行
い
ま
す
。
 

◆
問
合
せ
 

　
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
 

　
広
域
連
合
 
 

　
総
務
課
　
企
画
係
 

　
　
0
2
5
―
2
8
5
―
3
2
2
1
 

 

【問合せ】　 

市民課　国保年金係　　773－6661

【問合せ】　 

市民課　国保年金係　　773－6661

　後期高齢者医療制度に加入すると、新しい保険証に変わります。この制度は、新しい保険証を１人

に１枚交付します。来年３月下旬、対象となる人に、お住まいの市町村が保険証を送付します。（申請
手続きは不要です）来年４月から医療機関で診察を受けるときは、この保険証のみを提示します。 

現行（老人保健制度） 平成20年４月～（後期高齢者医療制度） 

保険証 
老人医療 
受給者証 

　医療費の自己負担割合は、一般の人は１割負担、現役並み所得者は３割負担となります。保険証に

自己負担割合が記載される予定です。入院や手術などで医療費が高額になった場合は、現行の老人保

健制度と同様に、高額医療費制度や自己負担限度額などの設定があります。（詳しい内容につきまして

は、詳細が決まり次第お知らせします） 

　変更後の医療費の自己負担割合は二つに分かれます。 

一般： 

窓口では、保険証 
１枚のみの提示 

現役並み所得者： 

　地震による建築物の被害を軽減し、災害に強いまちづくりを推進するため、 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を実施しています。本事業は、 

木造住宅の耐震診断に要する費用の一部を市が補助するものです。この機会 

に、専門家による診断を受けてみませんか。 

～あなたの家の耐震診断をしてみませんか～ 

Ｅ 

答
 

問
 

答
 

問
 



年　齢 

0歳児～2歳児 

3歳児 

4歳児～就学前の6歳児 

小学生 

（所得制限あり） 

通　院 

全額助成 

1回につき530円を 
超える額を助成 

入　院 

全額助成 
 

入院1日につき 
1,200円を超える 
額を助成 
 

保育ルームを隣の小会議室に設置します。
小さなお子さま連れの方もぜひお越し
ください。 

■日　時　10月13日（土）午前10時から　 

■場　所　市役所本庁舎２階　大会議室 
 

 

 

■内　容　子育てトーク 
　　　　　「それってあり？世界ビックリ子育て」 

■参加者　モンゴル・インドネシア・ネパール・ 
　　　　　キリギスタン各国の国際大学生（予定） 

■問合せ　企画政策課　企画政策係　　773－6672 
 

　南魚沼市男女共同参画推進市民会議（子育て部会）では、国際大学生と連携し、子育て

トークを開催します。皆さまの参加をお待ちしております。 

　
10
月
１
日
か
ら
、「
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
」
が
拡
大
し
て
、「
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
」
と
な
り
、
小
学
校
在

学
中
の
児
童
ま
で
入
院
医
療
費
の
助
成

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

■
拡
大
対
象
児
童
 

　
小
学
校
在
学
中
の
児
童
（
保
護
者
の

所
得
が
一
定
額
以
内
の
方
） 

■
助
成
対
象
医
療
費
（
別
表
の
と
お
り
） 

  

■
助
成
の
受
け
方
 

　
小
学
生
が
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た

ら
市
役
所
窓
口
で
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
、
医
療
機
関
に
受
給
者
証
を
提
示

し
て
助
成
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
受
給
者
証
が
支
払
い
に
間
に
合
わ
な

か
っ
た
場
合
は
、
一
旦
３
割
負
担
分
を

お
支
払
い
い
た
だ
き
、
市
役
所
窓
口
で

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
口
座
振
込
で

助
成
い
た
し
ま
す
。 

     ■
問
合
せ
 

　
子
育
て
支
援
課
　
児
童
支
援
係
 

　
　
　
　
　
　
　
７
７
７
―
３
１
１
３
 

   　
現
在
の
「
出
産
祝
制
度
」
は
今
年
の

12
月
末
の
出
生
児
で
終
了
し
ま
す
。 

　
こ
の
「
出
産
祝
制
度
」
に
代
わ
り
、

平
成
19
年
４
月
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
の

無
料
化
拡
大
を
、
さ
ら
に
平
成
19
年
10

月
か
ら
は
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」

と
し
て
入
院
医
療
費
の
助
成
を
小
学
生

ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。 

■
問
合
せ
 

　
子
育
て
支
援
課
　
児
童
支
援
係
 

　
　
　
　
　
　
　
７
７
７
―
３
１
１
３
 

「男女共同参画：子育てトーク」の開催 



市
税
の
納
付
は
 

　
便
利
な
口
座
振
替
で
！
 

市
税
の
納
付
は
 

　
便
利
な
口
座
振
替
で
！
 

ホテルや旅館を含む入浴施設（温泉・鉱泉）に、入浴した方に課税される税金です。 
この税金は、入浴料金の中に含められていることがあります。南魚沼市の税額は、１人１日 
120円です。 

　 
特別徴収義務者として登録されている入浴施設の経営者が、入浴する皆さまからお預かりし 
市に納める方法がとられています。 

　 
環境衛生施設や源泉の保護管理、消防施設の整備や消防活動、観光の振興費用などです。 
入湯税は、条例で使い道が義務付けられている目的税です。 

　 
約４千万円です。市内には57か所の入浴施設があり、昨年は約33万９千人の方にご利用いた 
だきました。 

　 
いいえ免除される方がいます。免除の条件は以下のとおりです。 
●年齢12歳未満の方 
●共同浴場または一般公衆浴場に入湯する方 
●病気療養のため、継続して10日以上入湯する場合で、11日目以後の入湯 
●学校行事等における入湯 
●市等が住民に使用させることを目的として設置した施設の入湯 
●市長が認める災害の被災者および復興支援活動に無償で参加する方 
●広く一般に利用できて、入浴料金が無料の足湯のみの施設の利用者 
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

   　
口
座
振
替
は
市
内
の
金
融
機
関
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。 

■
取
扱
金
融
機
関
 

　
北
越
銀
行
、
第
四
銀
行
、
大
光
銀
行
、

長
岡
信
用
金
庫
、
新
潟
県
信
用
組
合
、

塩
沢
信
用
組
合
、
新
潟
県
労
働
金
庫
、

魚
沼
み
な
み
農
業
協
同
組
合
、
し
お
ざ

わ
農
業
協
同
組
合
の
市
内
各
本
店
支
店
、

お
よ
び
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
 

問
　
納
付
で
き
る
税
目
は
？
 

答
　
○
市
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
） 

　
　
○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
 

　
　
○
軽
自
動
車
税
 

　
　
○
国
民
健
康
保
険
税
 

問
　
申
込
手
続
は
ど
こ
で
す
る
の
？
 

答
　
市
内
の
取
扱
金
融
機
関
で
す
。 

　「
納
税
通
知
書
」
な
ど
住
民
コ
ー
ド

の
わ
か
る
も
の
、「
預
貯
金
通
帳
」、「
通

帳
届
出
印
」
を
持
っ
て
行
き
、
窓
口
に

備
え
付
け
の
「
南
魚
沼
市
税
預
金
口
座

振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

印
鑑
を
押
し
て
窓
口
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

問
　
振
替
す
る
日
は
い
つ
？
 

答
　
各
期
の
28
日
で
す
。 

　（
た
だ
し
、
12
月
は
25
日
、
休
日
な
ど

の
場
合
は
翌
営
業
日
） 

■
問
合
せ
　
税
務
課
　
第
一
収
納
係
 

　
　
　
　
　
　
　
７
７
３
―
６
６
６
8

答
 

問
 

答
 
問
 

答
 
問
 

答
 
問
 



　
南
魚
沼
地
域
内
に
は
現
在
57
の

施
設
に
A
E
D
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
市
民
の
方
も
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
正
し
く
使
う
た
め

に
講
習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

                                

    　
新
潟
県
と
新
潟
県
警
察
本
部
、

魚
沼
市
・
十
日
町
市
・
南
魚
沼
市

の
各
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
、

不
審
者
侵
入
事
件
を
想
定
し
た
広

域
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。 

日
　
10
月
16
日（
火
）
　
 

　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
 

会
　
浦
佐
小
学
校
 

問
　
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課
 

　
　
　
　
　
７
７
７
―
３
１
１
8
 

          　
南
魚
沼
市
消
防
団
で
は
、
一
団

体
制
後
初
の
秋
季
連
合
消
防
演
習

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
見
学
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
 

　
当
日
は
午
前
７
時
か
ら
、
市
内

全
域
で
打
鐘
お
よ
び
サ
イ
レ
ン
吹

鳴
を
行
い
ま
す
。
火
災
と
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

日
　
10
月
14
日（
日
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
 

会
　
六
日
町
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
 

　
　（
雨
天
、
同
小
学
校
体
育
館
） 

       問
　
南
魚
沼
市
消
防
本
部
 

　
　
消
防
団
係
 

　
　
　
　
　
７
８
２
―
０
８
６
０
 

    　
昨
年
、
市
内
で
は
30
件
の
火
災

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
建
物

火
災
が
18
件
あ
り
、
前
年
よ
り
３

件
増
加
し
、
火
災
に
よ
り
４
人
が

怪
我
を
し
ま
し
た
。
 

　
原
因
は
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ス
ト

ー
ブ
、
煙
突
な
ど
火
の
取
り
扱
い

の
不
注
意
が
多
く
、
も
う
少
し
注

意
し
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

　
南
魚
沼
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員

会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
防
火

に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
く
防
火
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
優
秀
作
品
は
年
間
防
火
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
火
災
予
防
運
動
に
活

用
し
、
防
火
の
輪
を
広
め
火
災
予

防
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
多
数
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

　
優
秀
作
品
は
、
平
成
20
年
度
の

南
魚
沼
防
火
標
語
と
な
り
ま
す
。
 

〆
　
10
月
10
日（
水
）
 

資
　
南
魚
沼
市
消
防
本
部
管
内
 

　
　
在
住
者
 

申
・
問
 

　
　
〒
９
４
９
―
６
４
０
５
 

　
　
竹
俣
８
２
―
２
 

　
　
南
魚
沼
幼
少
年
婦
人
防
火
委

員
会
事
務
局
（
南
魚
沼
市
消

防
本
部
内
）
 

　
　
　
　
　
７
８
２
―
５
３
３
０
 

   　
心
臓
の
血
管
が
詰
ま
る
心
筋
梗

塞
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
脳
梗
塞

な
ど
発
症
直
後
か
ら
心
肺
停
止
と

な
る
方
が
、
季
節
の
変
わ
り
目
に

増
え
る
よ
う
で
す
。
家
族
が
倒
れ

た
と
き
救
急
車
が
来
る
ま
で
に
行

う
応
急
手
当
や
蘇
生
法
に
つ
い
て

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
A
E
D

（
心
室
細
動
と
い
う
不
整
脈
に
効

果
の
あ
る
器
具
）
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
も
指
導
し
ま
す
。
受
講
希

望
者
は
事
前
に
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。
講
習
会
終
了
後
、
救

命
講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
 

日
　
10
月
20
日（
土
）
 

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
 

会
　
南
魚
沼
市
消
防
本
部
 

定
　
30
人
 

￥
　
無
料
 

               申
・
問
　
 

　
南
魚
沼
市
消
防
本
部
　
救
急
係
 

　
　
　
　
　
７
８
２
―
５
３
３
１
 



コース名 

インターネット中高年 

アーク溶接 

電気工事第１種実技 

簿記２級 

中堅社員教育 

パワーポイント基礎 

表計算基礎 

表計算応用 

 

期　　間 

10/15～11/12 

10/16～18 

10/29～11/30 

10/29～2/22 

定員なり次第開講 

定員なり次第開講 

定員なり次第開講 

定員なり次第開講 

 

曜　　日 

月・木 

火・水・木 

月・火・金 

月・水・金 

月・金 

火・金 

月・木 

月・木 

日　　数 

9 

3 

14 

42 

6 

9 

22 

17

時 間 帯  

18：30～21：30 

 9：00～17：00 

18：30～21：30 

18：30～21：30 

18：30～21：30 

18：30～21：30 

18：30～21：30 

18：30～21：30

※受講料等詳細については下記へお問い合せください。 
 
■問合せ　サンティック〔西泉田48－1〕　　772－4554

収納庫に展示される川舟“こうりんぼう” 



10
月
は
里
親
月
間
で
す
 

「
　
」法
の
日
を
迎
え
て
 

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
し
た
 

マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
 

デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
の
空
調
設
備
に
 

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

「
医
療
講
演
会
・
交
流
会
」の
 

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
 

10/1
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掲
示
板
＆
伝
言
板
 

     

       〝
里
親
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
〞
 

　
近
年
、
児
童
虐
待
な
ど
で
家
庭

に
恵
ま
れ
な
い
児
童
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
児
童
の
多
く
は
、

児
童
福
祉
施
設
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
が
、
児
童
の
健
全
な
成
長
に
は
、

あ
た
た
か
い
家
庭
で
の
生
活
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
児
童

福
祉
法
で
里
親
制
度
が
設
け
ら
れ
、

児
童
の
幸
せ
の
た
め
に
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
里
親
に

な
る
た
め
に
特
別
な
資
格
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
が
大
好

き
で
、
健
康
的
で
明
る
い
家
庭
で

あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
里
親

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
児
童
相
談
所
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

問
　
南
魚
沼
児
童
相
談
所
 

　
　
六
日
町
6
2
0
―
２
 

　
　
　
　
　
７
７
０
―
２
４
０
０
 

   　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
の
空
調
設
備
の

老
朽
化
に
と
も
な
う
冷
房
能
力
低

下
で
、
ご
利
用
の
皆
さ
ま
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
平
成
20

年
度
の
大
規
模
改
修
の
中
で
対
応

す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

問
　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
 

　
　
　
　
　
７
７
３
―
６
６
２
０
 

  〜
裁
判
員
制
度
実
施
に
 

　
　
向
け
て
の
具
体
的
な
取
組
〜
 

　
平
成
21
年
５
月
ま
で
に
、
国
民

が
刑
事
裁
判
手
続
に
参
加
す
る
裁

判
員
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

　
裁
判
所
、
法
務
省
、
検
察
庁
、

弁
護
士
会
は
、
10
月
１
日
か
ら
の

１
週
間
を
「
法
の
日
」
週
間
と
し
、

毎
年
各
地
で
講
演
会
な
ど
各
種
の

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
、
各
地
で
模
擬
裁
判
や
模
擬
評

議
体
験
な
ど
、
裁
判
員
制
度
に
関

す
る
催
し
を
行
う
予
定
で
す
。 

・
裁
判
員
制
度
の
詳
細 

　http://w
w
w
.saibanin.court 

　s.go.jp/

 

・
各
裁
判
所
で
の
催
し
の
案
内
 

　http://w
w
w
.courts.go.jp/ 

問
　
新
潟
地
方
裁
判
所
 

　
　
　
　
　
　
総
務
課
　
庶
務
係
 

　
　
0
2
5
―
2
2
2
―
4
1
7
5
 

  　
10
月
１
日
か
ら
、
受
給
資
格
要

件
や
給
付
水
準
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
 

■
受
給
資
格
要
件
 

　
【
対
象
】
 

　
　
一
般
被
保
険
者
の
被
保
険
者

期
間
 

【
旧
】
６
か
月
（
各
月
14
日
以
上
） 

　
　
　
←
 

【
新
】
12
か
月
（
各
月
11
日
以
上
） 

　
※
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
り
離
職

さ
れ
た
方
は
、
被
保
険
者
期

間
６
か
月
（
各
月
11
日
以
上
） 

■
特
例
一
時
金
給
付
水
準
 

【
旧
】
50
日
分
相
当
額
　
 

　
　
　
←
　
　
　
（
当
分
の
間
）
 

【
新
】
40
日
分
相
当
額
 

　
こ
の
ほ
か
、
育
児
休
業
給
付
の

給
付
率
や
教
育
訓
練
給
付
の
受
給

要
件
等
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼
 

　
　
　
　
　
7
7
2
―
3
1
5
7
 

     

        　
10
月
は
「
マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
月
間
」、
毎
月
５
日
は
「
ノ

ー
・
レ
ジ
袋
デ
ー
」
で
す
。 

　
レ
ジ
袋
を
断
り
、
過
剰
包
装
に

な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ

と
で
、
ご
み
の
減
量
、
資
源
の
節

約
に
な
り
ま
す
。 

問
　
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
 

　
　
運
動
実
行
委
員
会
事
務
局
 

　
（
新
潟
県
県
民
生
活
・
環
境
部

県
民
生
活
課
　
消
費
者
行
政

係
）　
0
2
5
―
2
8
0
―

5
1
3
5
 

   　
難
病
の
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
総
合
的
な
相

談
支
援
を
行
う
窓
口
と
し
て
、
新

潟
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、

２
月
に
開
所
し
ま
し
た
。
患
者
の

皆
様
や
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ま
や
、

医
療
福
祉
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
も
、

難
病
や
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
、

医
療
講
演
会
・
交
流
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。 

   日
　
10
月
21
日（
日
）
 

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
 

会
　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階
 

　
　
講
堂
 

内
　
講
演
　
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

な
ど
神
経
難
病
の
治
療
と
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
 

　
講
演
終
了
後
、
個
別
相
談
会
と

交
流
会
を
行
い
ま
す
。
講
演
会
・

交
流
会
は
、
事
前
の
参
加
申
し
込

み
は
、
不
要
で
す
。
 

　
た
だ
し
、
個
別
相
談
を
ご
希
望

の
方
は
、
必
ず
事
前
に
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
の
申
し
込

み
は
、
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
 

講
　
 

・
西
新
潟
中
央
病
院
 

　
小
池
亮
子
／
神
経
内
科
部
長
　
 

・
西
新
潟
中
央
病
院
 

　
近
藤
隆
春
／
理
学
療
法
士
長
 

問
・
申
 

　
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　
　
0
2
5
―
2
6
7
―
2
1
7
0

〝
買
い
物
に
は
 

　「
袋
」
や
「
か
ご
」
を
持
参
し
、 

　
　
レ
ジ
袋
を
削
減
し
ま
し
ょ
う
〞
 

 

日
 

問
 

問
 

問
 

内
 

講
 

会
 

問
 

申
 

問
 

問
 



土
木
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
 

き
の
こ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
 

「
障
が
い
者
雇
用
促
進
会
」を
 

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す
 

受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間
 

（
社
）南
魚
沼
シ
ル
バ
ー
人
材
 

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

   

上
越
新
幹
線
の
 

　
　
　
夜
間
訓
練
つ
い
て
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掲
示
板
＆
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言
板
 

  　
「
八
色
の
森
市
民
ま
つ
り
」
の

会
場
で
、
土
木
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。
建
設
機
械
の
乗
車
体
験
、

建
設
中
の
土
木
現
場
紹
介
の
パ
ネ

ル
展
示
、
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ゲ

ー
ム
な
ど
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
家

族
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
 

           日
　
10
月
14
日（
日
）
 

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
 

会
　
「
八
色
の
森
公
園
」
 

問
　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
 

　
　
地
域
整
備
部
　
計
画
調
整
課
 

　
　
　
　
　
７
７
２
―
３
９
７
５
 

   　
１０
月
１９
日
を
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」

と
定
め
、
日
頃
地
域
の
皆
さ
ま
か

ら
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

へ
の
感
謝
と
一
層
の
ご
理
解
を
願

い
、
六
日
町
駅
お
よ
び
五
日
町
駅
、

魚
沼
丘
陵
駅
周
辺
、
ゆ
き
ぐ
に
大

和
病
院
周
辺
、
塩
沢
地
区
市
街
地

街
路
お
よ
び
周
辺
、
湯
沢
町
国
道

沿
い
歩
道
周
辺
で
除
草
、
清
掃
等

の
奉
仕
活
動
を
一
斉
に
実
施
し
ま

す
。
当
日
は
、
作
業
場
所
で
入
会

に
つ
い
て
の
相
談
や
、
仕
事
の
申

込
み
受
付
も
い
た
し
ま
す
。
 

問
　
六
日
町
事
務
局
 

　
　
　
　
　
７
７
２
―
４
９
７
３
 

   　
皆
さ
ま
か
ら
安
心
し
て
上
越
新

幹
線
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
上
越
新
幹
線
に
お
い
て
災
害
・

異
常
時
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
早
期
復
旧
と
安
全
作
業
の
確

立
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
夜

間
走
行
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
沿
線
住
民
の
皆
 

        

さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
 

■
走
行
日
等
 

　
10
月
23
日（
火
）夜
 

　
　
　
　
　
　
〜
24
日（
水
）早
朝
 

・
10
月
23
日
上
り
列
車
１
本
 

　
（
新
潟
〜
浦
佐
間
）
 

・
10
月
24
日
下
り
列
車
２
本
 

　
（
越
後
湯
沢
〜
新
潟
間
）
 

問
　
東
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
 

　
　
新
潟
支
社
　
総
務
部
 

　
　
安
全
対
策
室
 

　
　
0
2
5
―
2
4
8
―
5
1
8
1
 
 
 

　
　
担
当
 
 
田
中
・
中
野
 

※
お
問
い
合
わ
せ
は
月
曜
か
ら
金

曜
の
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
ま

で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
土
・

日
・
祝
日
は
担
当
者
が
不
在
と

な
り
ま
す
。
 

  　
食
品
営
業
者
お
よ
び
一
般
消
費

者
に
、
正
し
い
『
き
の
こ
の
知
識
』

を
普
及
し
、
き
の
こ
に
よ
る
食
中

毒
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
に
講
習
会
を
 

開
催
し
ま
す
。
 

    

日
　
10
月
11
日（
木
）
 

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
 

会
　
湯
沢
町
三
国
 

　
　
二
居
共
同
浴
場
宿
場
の
湯
 

講
　
上
村
克
彦
氏
 

　
　（「
魚
沼
き
の
こ
の
会
」
会
員
） 

￥
　
無
料
 

　
申
込
予
約
は
不
要
で
す
。
当
日

は
無
料
き
の
こ
汁
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。
 

問
　
南
魚
沼
食
品
衛
生
協
会
 

　
　
　
　
　
７
７
３
―
２
１
２
７
 

  〝
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
 

　
に
関
す
る
お
知
ら
せ
で
す
〞
 

　
10
月
は
「
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン

月
間
」
で
す
。
こ
の
月
間
は
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
の
防

止
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

受
信
障
害
の
防
止
に
関
す
る
知
識

の
普
及
徹
底
を
目
的
に
図
る
も
の

で
す
。
 

　
放
送
電
波
の
受
信
障
害
は
、
特

に
、「
不
法
無
線
局
」
か
ら
発
射

さ
れ
る
強
力
な
電
波
（
不
法
電
波
）

に
よ
り
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど

が
妨
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

電
波
利
用
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、

ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入
る
と
い
っ
た

電
波
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
信
越

総
合
通
信
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

     問
　
不
法
無
線
局
が
原
因
の
受
信

　
　
障
害
に
つ
い
て
 

　
　
監
視
調
査
課
 

　
　
0
2
6
―
2
3
4
―
9
9
7
6
 

問
　
右
記
以
外
が
原
因
の
受
信
障

　
　
害
に
つ
い
て
 

　
　
受
信
障
害
対
策
官
 

　
　
0
2
6
―
2
3
4
―
9
9
9
1
 

問
　
そ
の
他
の
行
政
相
談
 

　
　
調
査
官
 

　
　
0
2
6
―
2
3
4
―
9
9
6
1
 

　
〒
３
８
０
―
８
７
９
５
　
 

　
長
野
市
旭
町
１
１
０
８
番
地
 

　
総
務
省
　
信
越
総
合
通
信
局
 

　http://w
w
w
.shinetsu-bt. 

　go.jp/

 

   日
　
10
月
23
日（
火
）
 

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
 

会
　
市
民
会
館
 

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼
 

　
　
　
　
　
７
７
２
―
３
１
５
7

会
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

日
 

会
 

講
 

￥
 

問
 

日
 

会
 

日
 



　災害見舞金として、各団体様からご寄付を
いただきました。 

・金沢市長　　　　　　10万円 

・福井市長　　　　　　10万円 

・福井市議会　　　　　 5万円 

・北信越市議会議長会　10万円 

・新潟県市議会議長会　 5万円 

・宗教法人　金光教　　10万円　　　 

ご芳志に沿うよう、大切に使わせていただきます。 

　８月25日（土）、鮎まるかじり祭の会場（坂戸橋
と六日町大橋間の魚野川左岸）にて、復元した川
舟こうりんぼうの進水式が行われました。大勢の
参加者が見守るなか、堂々とした姿を水面に浮かべ、
市民からの歓声を受けていました。 

　８月31日（金）、八色の森公園〔浦佐〕が全体オー
プンしました。公園内の施設が全て使えるように
なり、多くの親子連れでにぎわっています。 

　８月26日（日）、新潟県塩沢ジャンプ台〔石打〕
にてジャンプ台の改修を記念して、「リニューアル
記念第19回塩沢ジャンプ大会」が開催されました。 
県内外から集まった選手が、新しくなったジャン
プ台から次々と飛び出していきました。 

　９月９日（日）、六日町フリーマーケットが開か
れました。足湯のコーナーがあり、よさこいソー
ラン節も披露され、皆さん秋晴れの一日を楽しん
でいました。 

女子組9位：笛木選手 少年組25位：穂苅選手 

　ＮＨＫ新潟放送局が、11月22日（木） 
「ＢＳ日本のうた」公開録画を行います。 
詳細は市報10月15日号をご覧ください。 

予告 

こんこうきょう 



久しぶりに「映画」鑑賞しました。 「パネルシアター」も楽しんだよ。 

『蝶・サナギの謎』 
平賀　壯太　著 

ス
タ
ッ
フ
 

推
薦
！
 

南
魚
沼
市
図
書
館
 

　
7
7
3
―

6
6
7
7
 

大

和

図

書

室
 

　
7
7
7
―

4
6
7
1
 

塩

沢

図

書

室
 

　
7
8
2
―

0
1
0
0
 

 

     　
夏
休
み
中
た
く
さ
ん
の
ご
利

用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月
は
、来
館
者
数
4
、3
6
0

人（
日
平
均
1
6
8
人
）、貸
出

冊
数
8
、3
0
6
冊（
同
3
1
9

冊
）で
し
た
。
 

      　
文
化
の
日
を
中
心
に
２
週
間
、

10
月
27
日（
土
）〜
11
月
9
日（
金
）

は
読
書
週
間
で
す
。
本
を
読
む

に
は
ぴ
っ
た
り
の
季
節
で
す
。

ぜ
ひ
図
書
館
を
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

   ●
日
　

時
　

10
月
13
日（
土
） 

　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
 

●
場
　

所
　

南
魚
沼
市
図
書
館
 

●
テ
ー
マ
　『
昔
話
』 

●
内
　

容
　
 

　
琴
の
弾
き
語
り
で
紙
芝
居
「
つ

る
の
お
ん
が
え
し
」
ほ
か
・

新
し
い
本
の
紹
介
・
読
み
聞

か
せ
・
草
花
遊
び
 

●
講
　

師
　

横
川
恵
子
さ
ん
 

●
対
　

象
　

幼
児
・
小
学
生
・
保

護
者
他
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
 

●
定
　

員
　

100
人
 

●
申
込
み
　

10
月
12
日（
金
）ま
で

に
図
書
館
へ
 

          〜
一
口
感
想
集
〜
 

・「
い
の
ち
」に
つ
い
て
考
え
る
の

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、大
切

な
こ
と
な
の
で
、
今
日
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

見
て
感
じ
て
く
れ
た
ら
…
と
思

い
ま
し
た
。良
い
テ
ー
マ
で
し
た
。 

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
で
は
家
の
ペ
ッ

ト
と
重
な
っ
た
の
か
途
中
で
「
か

わ
い
そ
う
…
」
と
言
っ
て
い
た

の
で
、
意
味
は
わ
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
思
い
や
る
心
が

わ
か
っ
た
よ
う
で
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。 

           ・
孫
の
子
守
で
き
て
み
ま
し
た
。

手
遊
び
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。 

       

・「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
考
え

る
事
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
良

か
っ
た
で
す
。 

・
暑
い
日
の
午
後
、
涼
し
く
て

楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

・
久
し
ぶ
り
の
読
書
会
楽
し
か
っ

た
で
す
。
絵
本
を
通
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
楽
し
い
時

間
を
共
有
で
き
る
、
こ
の
会
は

す
ば
ら
し
い
！
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
し
た
。 

        　
サ
ナ
ギ
の
色
は
ど
の
よ
う
に

し
て
決
ま
る
の
か
？
大
学
教
授

が
定
年
退
官
後
に
、
少
年
時
代

の
研
究
テ
ー
マ
に
再
挑
戦
し
て

明
ら
か
に
し
た
サ
ナ
ギ
の
謎
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
科
学
の
本
。
文
・
絵
・
写
真
・

研
究
す
べ
て
著
者
自
身
に
よ
る

も
の
で
す
。
著
者
は
南
魚
沼
市

（
旧
六
日
町
）
出
身
、
著
書
に
六

日
町
地
区
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

編
「
南
魚
沼
の
フ
ァ
ー
ブ
ル
　

昆
虫
少
年
物
語
」（
分
担
執
筆
）

ほ
か
。
関
係
資
料
に
「
故
郷
へ

の
扉
」「
オ
オ
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
迎

え
て
舞
う
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

  　
９
月
20
日（
木
）大
和
図
書
室

の
巡
回
図
書
入
れ
替
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
図
書
館
の
蔵
書
か
ら
、

隔
月
100
冊
ず
つ
入
れ
替
え
て
い

る
も
の
で
す
。
話
題
の
本
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
次
回
、
塩
沢
図
書

室
は
10
月
18
日（
木
）入
れ
替
え

の
予
定
で
す
。
お
近
く
の
図
書

館
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

    　
大
型
絵
本
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』

を
読
む
よ
！
 

■
日
　

時
　

10
月
17
日（
水
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
 

■
会
　

場
　

大
和
公
民
館
 

■
内
　

容
　

絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
手
遊
び
、
歌
、
本
の
紹

介
な
ど
 

■
対
　

象
　

入
園
前
の
お
子
さ
ん

と
ご
家
族
の
方
 

■
参
加
費
　

無
料
 

■
申
込
み
　

直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
 

■
問
合
せ
　

大
和
図
書
室
 

　
　
　
　
7
7
7
―
4
6
7
1

10月の休館日 
南魚沼市図書館 ： 1日（月）・ 9日（火）・ 10日（水）【臨時休館】、 15日（月）・ 18日（木）【図書整理日】、  
22日（月）・29日（月）／大和図書室 ： 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）／塩沢図書室 ： 休館日なし 
 

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会
 

〝
10
月
読
書
の
つ
ど
い
ご
案
内
〞
 

 

　
秋
た
け
な
わ
の
10
月
、
琴

と
三
味
線
の
演
奏
を
聴
き
な

が
ら
、
お
話
の
世
界
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
草
花

遊
び
も
あ
り
ま
す
よ
。 



ペ
ン
ネ
ー
ム
　
い
っ
ち
ゃ
ん
 

　
青
少
年
に
関
す
る
相
談
は
、

何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

◆
昼
間
相
談（
面
接
・
電
話
） 

　
月
曜
か
ら
金
曜
 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

◆
夜
間
相
談（
電
話
の
み
） 

　
月
・
水
・
金
曜
日
 

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分
 

◆
メ
ー
ル
相
談
 

 ikusei@
ap.w

akw
ak.com

 

　
早
め
の
相
談
を
お
勧
め
し

ま
す
。
 

　
な
お
、発
育
や
健
康
な
ど

の
相
談
は
、
大
和
庁
舎
の
保

健
課
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

　
　
　
7
7
7
―
3
8
5
0

相　談　電　話 
（休日はお休みします） 
 

　７７３－３１７７（相談専用） 
　７７７－２４１３ ／　 ７８２－０９０９ 

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
 

南魚沼市民会館 池田記念美術館 

トミオカホワイト美術館 

市立今泉博物館 

鈴木牧之記念館 

Ｅ 

Ｅ 



南魚沼市民会館 南魚沼市民会館 池田記念美術館 池田記念美術館 

トミオカホワイト美術館 トミオカホワイト美術館 

市立今泉博物館 市立今泉博物館 

鈴木牧之記念館 鈴木牧之記念館 

トミオカホワイトの挑戦 
　アラスカ・桂林・そして色彩へ（後期） 

雪の詩―消えゆくものへのオマージュ 

URL

URL

Ｅ 

URL Ｅ 

Ｅ 

URL



わらびの橋 



≪今大会は2009トキめき新潟国体自転車競技のロード・レース・コースの一部を使用して行います≫ 

大会本部 

しゃくなげ 
観光センター 竹ノ子沢トンネル 

十字峡 
トンネル 

みょうぜん 
トンネル 

十字峡 

黒又沢 

はちえも
んトンネ

ル 

わらび野 
トンネル 

わらびの橋 わらびの橋 

三国
川ダ
ム 

しゃくなげ湖 

三国川ダム管理所 
しゃくなげ湖 
オートキャンプ場 

下
津
川 

1周 12km

S

G

レース　・　の 
スタート 

レース　・　の 
ゴール 



〇
直
江
兼
続
の
誕
生
と
時
代
背
景
 

〇
直
江
兼
続
を
巡
る
人
々
 

〇
史
跡
の
紹
介
 

    　
南
魚
沼
市
生
誕
の
武
将
「
直
江
兼
続

公
」
を
主
人
公
に
し
た
火
坂
雅
志
氏
の

著
書
「
天
地
人
」
が
、
平
成
21
年
度
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
原
作
に
決
定
し
ま
し

た
。 

　
こ
れ
を
記
念
し
ま
し
て
、
郷
土
史
を

研
究
す
る
地
元
の
先
生
方
よ
り
監
修
を

い
た
だ
き
、
今
月
号
よ
り
月
１
回
「
直

江
兼
続
公
」
を
中
心
と
し
た
「
天
地
人
」

に
関
連
す
る
歴
史
の
ミ
ニ
知
識
を
わ
か

り
や
す
く
掲
載
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
、
平
成
21
年

１
月
か
ら
始
ま
る
ド
ラ
マ
放
映
を
よ
り

楽
し
ん
で
ご
覧
頂
け
ま
す
よ
う
、
少
し

だ
け
歴
史
の
勉
強
に
お
つ
き
合
い
く
だ

さ
い
。 

　
歴
史
の
記
述
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
今
回
は
原
作
「
天
地
人
」
の

内
容
に
沿
う
形
で
の
歴
史
紹
介
と
な
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

   　
直
江
兼
続
（
幼
名
樋
口
与
六
）
は
、

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
年
）、
坂
戸
城

主
長
尾
政
景
の
家
臣
樋
口
兼
豊
と
、
直

江
景
綱
の
妹
（
信
濃
の
武
将
泉
弥
七
郎

の
娘
説
も
あ
り
ま
す
）
の
長
男
と
し
て
、

坂
戸
城
下
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
涯
の

主
君
と
な
る
上
杉
景
勝
は
こ
の
と
き
五

才
で
し
た
。 

　
こ
の
年
、
愛
知
県
知
多
半
島
に
あ
る

丘
陵
「
桶
狭
間
」
で
、
今
川
義
元
と
織

田
信
長
が
東
海
地
方
の
覇
権
を
か
け
た

争
い
を
行
い
ま
し
た
。
二
万
五
千
と
い

わ
れ
る
大
軍
を
引
き
連
れ
尾
張
（
現
在

の
愛
知
県
）
に
侵
攻
し
た
駿
河
（
現
在

の
静
岡
県
）
の
大
名
今
川
義
元
に
対
し
、

織
田
軍
は
三
千
の
兵
で
迎
え
撃
つ
と
い

う
絶
対
絶
命
の
ピ
ン
チ
に
陥
り
ま
し
た
。

こ
の
戦
い
で
織
田
軍
は
、
一
致
団
結
し

て
本
陣
に
向
け
て
一
気
に
攻
め
入
る
と

い
う
逆
転
劇
を
演
じ
、
今
川
軍
を
壊
走

さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
が
歴
史
上
最
も
華
々

し
い
逆
転
劇
と
言
わ
れ
る
「
桶
狭
間
の

戦
い
」
で
す
。
こ
の
戦
い
以
降
、
織
田

氏
が
畿
内
（
現
在
の
近
畿
地
方
内
部
）

制
覇
に
向
け
て
急
成
長
し
て
い
っ
た
こ

と
か
ら
、
戦
国
時
代
の
中
で
一
つ
の
契

機
と
な
っ
た
大
変
重
要
な
戦
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

  （
父
）
樋
口
惣
右
衛
門
兼
豊
 

　
樋
口
氏
は
、
木
曾
義
仲
の
四
天
王
と

呼
ば
れ
た
重
臣
樋
口
兼
光
を
祖
に
し
た

名
門
で
、
後
に
越
後
に
移
り
、
代
々
長

尾
家
に
仕
え
ま
し
た
。 

　
江
戸
時
代
の
儒
学
者
新
井
白
石
の
著

「
藩
翰
譜
」
で
は
、「
坂
戸
城
に
お
い
て

柴
薪
つ
か
さ
ざ
り
し
者
」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
よ
り
、
城
の
需
給
管
理
の
総

括
者
で
、
城
主
長
尾
政
景
の
信
頼
も
厚

く
家
老
の
職
責
も
兼
ね
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
高
い
財
政
総
括
力
と
「
御

舘
の
乱
」
の
戦
功
を
評
価
さ
れ
、
天
正

十
二
年
（
一
五
八
四
）
直
峰
城
（
上
越

市
）
主
に
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
天
正
十

六
年
（
一
五
八
八
）
伊
予
守
を
受
領
し
、

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
米
沢
市
で
死

去
し
ま
し
た
。
法
名
は
「
台
翁
道
高
庵

主
」。 

   国
指
定
史
跡
　
坂
戸
城
跡
（
そ
の
一
） 

　
坂
戸
城
の
成
立
は
明
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
鎌
倉
時
代
や
南
北
朝
時
代
を

記
し
た
「
吾
妻
鏡
」
や
「
太
平
記
」
な

ど
に
「
鳥
坂
城
」、「
上
田
城
」
な
ど
の

記
述
が
散
見
さ
れ
ま
す
が
坂
戸
城
と
確

認
で
き
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応
永

年
代
（
一
三
九
四
〜
）
上
杉
氏
の
家
臣

長
尾
氏
が
こ
こ
上
田
庄
に
入
部
し
た
後
、

坂
戸
城
を
築
い
た
も
の
で
す
。 

　
上
田
長
尾
氏
は
、
越
後
守
護
代
の
春

日
山
長
尾
氏
と
並
ん
で
越
後
の
国
に
重

き
を
な
し
、
越
後
と
関
東
を
結
ぶ
交
通

路
の
要
と
な
る
坂
戸
山
を
本
拠
と
す
べ

く
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）、
長
尾
房

長
に
よ
っ
て
本
格
的
な
山
城
と
し
て
築

か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
頃
は
、
越
後

各
地
に
山
城
が
築
か
れ
「
越
後
築
城
期
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

          ■
問
合
せ
 

　
企
画
政
策
課
　
企
画
政
策
係
 

　
　
　
　
　
　
　
７
７
３
―
６
６
７
２
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
え
か
ね
つ
ぐ
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

さ
か
ま
さ

し
 

　
　
　
　
　
　
て
ん

ち

じ
ん
 

 

 
 
 
 
 
ひ

ぐ

ち
そ
う
う

え
 
も
ん
か
ね
と
よ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
 
そ

よ
し
な
か
 

 
 
 
 
 
 
 
 
じ
ゅ
う
し
ん
 
 
 
か
ね
み
つ
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら

い

は
く
せ
き
 

 
は
ん
か
ん

ぷ
 

し
ば
ま
き
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
が

お

ま
さ
か
げ
 

 
 
か

ろ
う
 
 
し
ょ
く
せ
き
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

た
て
 
 
ら
ん
 
 
 
 
せ
ん
こ
う
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
う
み
ね
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
よ
の
か
み
 
 
じ
ゅ
り
ょ
う
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
い
お
う
ど
う
こ
う
あ
ん
 

し
ゅ
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
か
ど
じ
ょ
う
せ
き
 

   
 
 
 
 
 
 
 
あ
づ
ま
か
が
み
 
 
 
 
 
 
 
た
い
へ
い
き
 

 
 
 
 
 
 
と
り
さ
か
じ
ょ
う
 
 
 
う
え
だ
じ
ょ
う
 

 
 
 
 
 
 
さ
ん
け
ん
 

   
 
 
 
 
 
　
　
　
　
　
　
う
え
だ
の
し
ょ
う
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ

ご
 

  　
　
　
　
か
な
め
 

　
　
え
い
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が

お

ふ
さ
 

な
が
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ち
ご
ち
く
じ
ょ
う
き
 

 

　え

か
げ
つ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
み
や
し
ち
ろ
う
　
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
え
す
ぎ
か
げ
か
つ
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

た

は
ん
と
う
 

 
 
 
 
 
 
お
け
は
ざ
ま
 
 
 
 
 
 
い
ま
が
わ
よ
し
も
と
 
 

お
 

　だ
の
ぶ
な
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は

け
ん
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お

わ
り
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
る

が
 

   
 
ぜ
っ
た
い
ぜ
つ
め
い
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
っ
ち

だ
ん
け
つ
 

 
 
ほ
ん
じ
ん
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
い
そ
う
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
な
ば
な
 

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
 

　き
 

ひ
ぐ
ち
　
よ

ろ
く
 

ひ
ぐ
ち

か
ね
と
よ
　
　
　
　
な
お
 

な
が

お

ま
さ
か
げ
 



10月 ９日（火） 

10月25日（木） 

10月26日（金） 

11月12日（月） 

11月13日（火） 

南魚沼市保健センター 

南魚沼市保健センター 

南魚沼市保健センター 

塩沢保健センター 

塩沢保健センター 

午前・午後 

午前 

午前 

午前・午後 

午前・午後 

 

 

 

胃がん検診は 

午前のみ 

子宮がん検診／乳がん検診 

胸部レントゲン／基本健診／ 

胃がん検診／大腸がん検診 

／前立腺がん検診 

　市では、自分の健康状態を確認し、健康づくりをすすめるために年1回の健診を勧めています。 

　今年度の住民健診は11月で当初予定分が終了となりますが、日程の都合がつかなかったり、申し込みを忘

れていたなど、今年度の健診をまだ受けていない方に今年度最後の機会として、

上記日程による臨時の住民健診を行います。まだ今年度の健診を受けていない方は、

ぜひこの機会をご利用ください。 

（定員を超えた場合は申込み順になります） 

■日程：11月24日（土）午前のみ 
　　　　11月26日（月）午前・午後　 
　　　　※午前はすべての健診が受けられます。 
　　　　※午後は胸部レントゲン・基本健診・大腸がん検診のみとなります。 

■会場：市立ゆきぐに大和病院　健友館 

 

①胸部レントゲン 

②基本健診 

③胃がん検診 

④大腸がん検診 

⑤子宮がん検診 

⑥乳がんマンモグラフィ併用検診 

⑦前立腺がん検診 

10月31日（水）までに保

健課に電話で希望の日

程・健診内容と氏名を

伝えます 

11月初旬、市が送付す

る「健診通知書および
問診票」等を受け取り
ます 

②の通知書に記載された日時に、 

「健診通知書および問診票」等を持
って健友館に行き、健診を受けます 

（注送迎バスはありません） 

ご希望の方は実施日の10日前までに、保健課に電話でお申し込みください。 

健（検）診名 

 40歳以上 

19歳以上 

40歳以上 

40歳以上 

20歳以上偶数年齢女性 

40歳以上偶数年齢女性 

基本健診受診者で50歳以上男性 

対象年齢 

実施日 健（検）診項目 会　　場 時間区分 備　考 

40～64歳500円（65歳以上は無料） 

1,000円（70歳以上は無料） 

1,000円（70歳以上は無料） 

　500円（70歳以上は無料） 

1,000円（70歳以上は無料） 

1,000円（70歳以上は無料） 

2,000円 

検診料金 

（年齢の基準は平成20年３月31日現在です） 



心
の
健
康
相
談
会
 

糖
尿
病
予
防
講
演
会
 

　
反
射
ベ
ル
ト
を
つ
け
る
な
ど
目
立
つ

服
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
が

思
う
ほ
ど
、
 

車
か
ら
 

歩
行
者
は
 

見
え
ま
せ
ん
。
 

  　
眠
れ
な
い
、
気
分
が
沈
ん
で
い
る
、

閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
、
行
動
が
お
か
し

い
。
そ
の
他
、
思
春
期
の
問
題
（
不
登

校
、
拒
食
・
過
食
等
）
や
お
年
寄
り
の

も
の
忘
れ
、
認
知
症
 
な
ど
な
ど
…
　

　
そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
そ
の

家
族
の
方
な
ど
、
精
神
科
医
が
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら

れ
ま
す
。（
予
約
が
必
要
で
す
）
 

             ■
日
　
時
　
10
月
19
日（
金
）
 

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
 

■
会
　
場
　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
 

　
　
　
　
健
康
福
祉
環
境
部
相
談
室
 

■
申
込
み
・
問
合
せ
 

　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
 

　
健
康
福
祉
環
境
部
地
域
保
健
課
 

　
　
　
　
　
　
　
７
７
２
―
８
１
３
７
 

     
歳
を
と
っ
て
も
背
筋
を
伸
ば
し
自
分

の
足
で
し
っ
か
り
歩
き
た
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
？
歩
行
は
便
利
な
移
動
手
段
と

し
て
生
涯
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
当
り
前
の

よ
う
に
し
て
い
る
歩
行
に
は
様
々
な
筋

肉
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
 

 　
も
と
も
と
日
本
人
の
体
型
は
、
大
腰

筋
（
※
）
が
細
く
骨
盤
の
前
傾
が
小
さ
い
た

め
、
お
尻
が
落
ち
猫
背
に
な
り
や
す
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ッ
コ
い
い
姿

勢
を
保
ち
、
ス
ム
ー
ズ
な
歩
行
を
維
持

す
る
に
は
、
大
腰
筋
な
ど
歩
行
に
重
要

な
筋
肉
を
刺
激
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
れ
は
次
の
点
を
意
識
し
な
が
ら
歩

く
こ
と
で
実
行
で
き
ま
す
。
 

 　
 

  　
 

　
日
常
生
活
の
中
に
意
識
し
た
歩
行
を

取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
1
日
30
分

程
度
の
意
識
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
週

５
回
継
続
す
れ
ば
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
大
元
で
あ
る
内
臓
脂
肪

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

                 ■
問
合
せ
　
保
健
課
 
成
人
保
健
係
 

　
　
　
　
　
　
　
7
7
7
―
3
8
5
0
 

    　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
が
気
に
な
る
け
ど
、

ひ
と
り
で
な
か
な
か
痩
せ
ら
れ
な
い

あ
な
た
へ
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
市
で
は
、
食
事
や
運
動
の
習
慣
を
見

直
し
、
健
康
的
に
や
せ
る
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
参
加
さ
れ
た

方
に
減
量
効
果
が
出
て
い
る
こ
の
教
室
、

ご
自
分
の
健
康
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し

て
是
非
、
始
め
ま
せ
ん
か
？
 

　
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
詳
細
を
お
送
り

し
ま
す
。（「
夜
の
部
」
と
「
昼
の
部
」

に
分
か
れ
ま
す
） 

■
対
　
象
 

　
65
歳
未
満
の
体
重
が
多
く
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
が
気
に
な
っ
て
い
る
方
。
 

■
申
込
み
　
〆
切
　
10
月
10
日（
水
）
 

■
問
合
せ
　
保
健
課
　
成
人
保
健
係
 

　
　
　
　
　
　
　
７
７
７
―
３
８
５
０
 

   【
テ
ー
マ
】
 

　「
糖
尿
病
を
発
病
し
な
い
た
め
に
」 

〜
糖
代
謝
異
常
の
基
礎
知
識
・
 

　
　
　
　
　
糖
尿
病
予
防
に
つ
い
て
〜
 

　
専
門
の
医
師
に
よ
る
糖
尿
病
予
防
講

演
会
を
行
い
ま
す
。
お
腹
周
り
が
気
に

な
る
方
、
家
族
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る

方
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
糖
尿
病
予

防
の
知
識
を
得
て
、
健
康
づ
く
り
の
生

活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

■
日
　
時
　
10
月
29
日（
月
）
 

　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
 

■
会
　
場
　
塩
沢
保
健
セ
ン
タ
ー
 

■
講
　
師
　
中
山
医
院
　
 

　
　
　
　
　
中
山
　
康
夫
　
先
生
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
問
合
せ
　
保
健
課
　
成
人
保
健
係
 

　
　
　
　
　
　
　
7
7
7
―
3
8
5
0

〝
歳
を
と
っ
て
も
 

　
自
分
の
足
で
し
っ
か
り
歩
こ
う
〞
 

だ
い
よ
う
き
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
よ
う
 

き
ん
 



〜
接
種
期
間
は
 

　
　
来
年
１
月
３１
日
ま
で
〜
 

【
献
血
ニ
ュ
ー
ス
】 

   ■
期
　
間
 

　
11
月
23
日（
金
）〜
25
日（
日
）
 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

■
会
　
場
 

　
塩
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

■
講
習
内
容
 

　
１
救
急
法
基
礎
講
習（
救
命
手
当
）
 

　
２
救
急
法
講
習（
応
急
手
当
）
 

　
全
時
間
出
席
・
学
科
、
実
技
80
%
超

得
点
者
に
日
赤
救
急
員
資
格
を
付
与

し
ま
す
。
 

■
費
　
用
 

　
テ
キ
ス
ト
等
3
、0
0
0
円
 

      ■
申
込
み
・
問
合
せ
 

　
〆
切
　
１１
月
2
日（
金
）
 

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
と
と
も
に

費
用
を
添
え
て
左
記
に
申
込
み
く
だ
さ

い
。
 

　
〒
9
4
9
―
6
4
3
6
　
 

　
　
南
魚
沼
市
中
6
9
3
 

　
　
日
赤
安
全
奉
仕
団
　
 

　
　
塩
沢
分
団
長
　
宮
田
　
正
路
 

　
　
　
　
　
　
　
7
8
2
―
3
5
3
8
 

      　
こ
の
た
び
、
対
象
と
な
る
方
に
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票
お
よ

び
接
種
券
」
を
郵
送
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
予
防
接
種
は
、
主
に
個
人
の
予

防
目
的
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
義
務

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
の
方
が
本
人

の
意
思
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
市
が
負
担
す
る
も

の
で
す
。
 

　
接
種
を
希
望
し
、
市
の
費
用
負
担
を

受
け
る
に
は
、
市
が
発
行
し
た
「
予
防

接
種
予
診
票
お
よ
び
接
種
券
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
接
種
の
際
に
、
予
診
票

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
医
療
機
関

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

           

【
接
種
期
間
】 

　
平
成
19
年
10
月
１
日
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
平
成
20
年
１
月
31
日
 

　
接
種
後
、
抵
抗
力
が
つ
く
ま
で
に
２

週
間
程
度
か
か
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
（
通
常
１
月
〜
２

月
ご
ろ
）
に
効
果
が
あ
る
よ
う
、
接
種

期
間
を
１
月
31
日
ま
で
と
し
ま
す
。
こ

の
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
接
種
に
は
、

市
が
発
行
し
た
「
予
防
接
種
予
診
票
お

よ
び
接
種
券
」
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 【
対
象
者
】 

●
接
種
す
る
日
に
65
歳
以
上
の
方
（
昭

和
18
年
２
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
 

●
接
種
す
る
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
方
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は
呼

吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常

生
活
行
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程

度
の
障
害
を
有
す
る
方
お
よ
び
、
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫

の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方
。
 

■
問
合
せ
 

　
保
健
課
　
母
子
保
健
係
 

　
　
　
　
　
　
　
7
7
7
―
3
8
5
0
 

    

   〜
六
日
町
駅
通
り
〜
 

　
10
月
14
日
、
午
前
10
時
か
ら
12
時
ま

で
、
午
後
1
時
か
ら
3
時
30
分
ま
で
移

動
献
血
車
「
ゆ
う
あ
い
号
」
に
よ
る
全

血
献
血
が
行
わ
れ
ま
す
。
六
日
町
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
で
あ
な
た
の
献
血
を
、
お

待
ち
し
て

い
ま
す
。
 

         　
こ
の
た
び
六
日
町
の
腰
越
純
一
さ
ん

が
献
血
70
回
達
成
に
よ
り
日
本
赤
十
字

社
か
ら
銀
色
有
功
章
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
献
血
へ
の
深
い
理
解
、
地
道
な
努
力

と
強
い
意
志
に
よ
る
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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ぎ
ん
し
ょ
く
ゆ
う
こ
う
し
ょ
う
 



「第21回　浦佐温泉耐久山岳マラソン大会」 
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総
務
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政
策
課
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20
Ｅ ご意見・ご要望をお寄せください。　　　kouhou@city.minamiuonuma.lg.jp 

市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。　この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。 

高 橋 医 院  
県 立六日町病院  
県 立六日町病院  
休 日救急診療所  
ゆきぐに大和病院 
休 日救急診療所  
ゆきぐに大和病院 
休 日救急診療所  
県 立六日町病院  
休 日救急診療所  
県 立六日町病院  
中 山 医 院  
ゆきぐに大和病院 
ゆきぐに大和病院 
休 日救急診療所  
県 立六日町病院  
休 日救急診療所  
県 立六日町病院  
城 内 病 院  
ゆきぐに大和病院 
ゆきぐに大和病院 
休 日救急診療所  
県 立六日町病院  
休 日救急診療所  
県 立六日町病院  
青葉すこやかクリニック 
ゆきぐに大和病院 
ゆきぐに大和病院 
休 日救急診療所  
県 立六日町病院  
休 日救急診療所  
県 立六日町病院  

７８４－２４１０ 
７７２－７１１１ 
７７２－７１１１ 
７７３－６６８８ 
７７７－２１１１ 
７７３－６６８８ 
７７７－２１１１ 
７７３－６６８８ 
７７２－７１１１ 
７７３－６６８８ 
７７２－７１１１ 
７８３－５５００ 
７７７－２１１１ 
７７７－２１１１ 
７７３－６６８８ 
７７２－７１１１ 
７７３－６６８８ 
７７２－７１１１ 
７７５－２００９ 
７７７－２１１１ 
７７７－２１１１ 
７７３－６６８８ 
７７２－７１１１ 
７７３－６６８８ 
７７２－７１１１ 
７８２－１０００ 
７７７－２１１１ 
７７７－２１１１ 
７７３－６６８８ 
７７２－７１１１ 
７７３－６６８８ 
７７２－７１１１ 

昼 
夜 
昼・夜 
昼 
夜 
昼 
夜 
昼 
夜 
昼 
夜 
昼 
夜 
昼・夜 
昼 
夜 
昼 
夜 
昼 
夜 
昼・夜 
昼 
夜 
昼 
夜 
昼 
夜 
昼・夜 
昼 
夜 
昼 
夜 

6（土） 日 

7（日） 日 

8（月・祝） 日 

21（日） 日 

14（日） 日 

13（土） 日 

20（土） 日 

28（日） 日 

27（土） 日 

内科 
 

外科 

内科 
 

外科 
 

内科 
 

外科 
 

内科 
 

外科 

内科 
 

外科 
 

内科 
 

外科 

内科 
 

外科 
 

内科 
 

外科 

内科 
 

外科 
 

（日） 

（土） 

 

（日） 

 
（水） 

（土） 

7日 

13日 

 

14日 

 
17日 

20日 

魚沼スカイラインウオーク 

読書のつどい 
（14：00～15：30　南魚沼市図書館） 
大巻地区第2回『そだち学級』 
（10：00～11：30　大巻中学校武道場） 

全血献血 
（10：00～12：00、13：00～15：30 
　　六日町ふれあいまつり会場内） 
第14回南魚沼市ソフトバレーボール大会 
（8:30～　塩沢中学校体育館） 
六日町地区第3回『そだち学級』 
（10：00～11：30　北辰小学校体育館） 
城内地区第2回『そだち学級』 
（10：00～11：30　城内開発センター） 

えほんであそぼ 
（10：00～11：30　大和公民館） 

大和地域第3回『そだち学級』 
（10：00～11：30　大和公民館） 
五十沢地区第3回『そだち学級』 
（10：00～11：30　五十沢開発センター） 
 

★大和会場：大和庁舎　3Ｆ 

●「ほのぼの広場」支援講座　10月25日（木）　10時～11時 
　「保育園あれこれ」…入園に向けて 

★六日町会場：南魚沼市保健センター 

●「ほのぼの広場」支援講座　10月23日（火）　10時～11時 
　「保育園あれこれ」…入園に向けて 
●【お休み】10月9日（火）・25日（木）・26日（金） 
　　　　　検診のため 

★塩沢会場：塩沢庁舎　北棟2Ｆ 

●「ほのぼの広場」支援講座　10月30日（火）　10時～11時 
　「保育園あれこれ」…入園に向けて 

月 火 水 木 金 毎週 月・木曜日 

月 火 水 木 金 毎週 火・水・金曜日 

月 火 水 木 金 毎週 月～金曜日 

■時間：午前９時30分～午後３時 

※内容を充実して午後も開催しています。 
※どの会場にも参加できます。 
※申し込みは不要です。 
※保険料として1人10円が必要です。 

◎診療時間 
　昼…土曜12：00～18:00／日曜・祝日9：00～16：00 
　夜…土曜・日曜・祝日18：00～翌朝6：00 
◎休日救急診療所の所在地 
　市役所本庁舎となり　南魚沼市保健センター内 
　　773－6688（日曜・祝日のみ） 
◎脳神経外科の休日救急医療 
　土曜の正午～翌朝6時と日曜・祝日の午前6時～翌朝6時 
　まで、齋藤記念病院　　773－5111で診療しています。 
★南魚沼市消防本部のテレホンガイド　　782－1991でも、 
　その週の当番を確認することができます。 
 

10月行政 
困りごと 
相　　談 

10月行政 
困りごと 
相　　談 

 5日（金）13：00～16：00 
塩沢老人福祉センター 

26日（金）13：00～16：00  

15日（月）13：30～16：00 働く婦人の家〔浦佐〕 

 5日（金）14：00～16：00 
市役所本庁舎 

24日（水）14：00～16：00 

　９月１日号に、塩沢老人福祉センターの特設行政相談所を10月 
5日、19日開催と掲載しましたが、上記のとおり変更となります。 

心配ごと心配ごと 
相談 
 

心配ごと 
相談 
 

毎週月曜  13：30～16：00  働く婦人の家〔浦佐〕 

毎週水曜  13：30～16：00  市役所本庁舎 

毎週金曜  13：30～16：00  塩沢老人福祉センター 

「親子でのお遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」
「育児相談」などにご利用ください。 

　
夜
、
窓
を
開
け
て
い
る
と
虫
の
鳴
き

声
が
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
朝
晩
は
涼
し
く
な
り
、
こ
れ
か
ら
秋

も
本
番
で
す
。
行
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
、

市
内
で
も
秋
の
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
た
く
さ
ん
企
画
さ
れ
、
皆
さ
ま

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
い

し
い
物
を
食
べ
、
よ
く
体
を
動
か
し
、
今

年
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 




